
① 49年 ⑥ 561人 ① 95年 ⑥ 3,140人 ① 56年 ⑥ 1,006人
② 1,864,220人 ⑦ 1,981km ② 8,642,220人 ⑦ 1,814km ② 3,598,701人 ⑦ 4,922km
③ 1,173,800㎥/日 ⑧ 2,015km ③ 6,244,000㎥/日 ⑧ 1,624km ③ 2,160,230㎥/日 ⑧ 3,367km
④ 384,173千㎥/年 ⑨ 3,941km ④ 3,968,280千㎥/年 ⑨ 12,238km ④ 610,894千㎥/年 ⑨ 3,216km
⑤ 20,267,939千円 ⑩ 10箇所 ⑤ 170,360,963千円 ⑩ 14箇所 ⑤ 60,121,222千円 ⑩ 11箇所

① 98年 ⑥ 1152人 ① 76年 ⑥ 624人 ① 94年 ⑥ 2012人
② 2,187,200人 ⑦ 2,514km ② 1,415,565人 ⑦ 2,060km ② 2,632,192人 ⑦ 45km
③ 1,860,500㎥/日 ⑧ 73km ③ 1,377,000㎥/日 ⑧ 1,505km ③ 2,722,000㎥/日 ⑧ 40km
④ 435,090千㎥/年 ⑨ 4,920km ④ 323,249千㎥/年 ⑨ 1,798km ④ 694,632千㎥/年 ⑨ 4,765km
⑤ 34,339,094千円 ⑩ 15箇所 ⑤ 26,021,649千円 ⑩ 4箇所 ⑤ 45,116,813千円 ⑩ 13箇所

① 55年 ⑥ 342人 ① 76年 ⑥ 300人 ① 49年 ⑥ 181人
② 1,505,737人 ⑦ 3,795km ② 1,376,038人 ⑦ 3,212km ② 980,417人 ⑦ 2,944km
③ 882,900㎥/日 ⑧ 616km ③ 671,050㎥/日 ⑧ 2,710km ③ 621,000㎥/日 ⑧ 280km
④ 187,970千㎥/年 ⑨ 90km ④ 216,691千㎥/年 ⑨ 674km ④ 168,733千㎥/年 ⑨ 827km
⑤ 19,908,113千円 ⑩ 8箇所 ⑤ 27,565,150千円 ⑩ 5箇所 ⑤ 16,315,286千円 ⑩ 5箇所
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 下水道事業背景情報（凡例）　 平成18年度末時点

　①建設事業開始後経過年数　　　⑥年度末職員数

　②現在処理区域内人口　　　　　⑦汚水管延長

　③現在処理能力　　　　 　　 　⑧雨水管延長

　④年間総処理水量           　 ⑨合流管延長

　⑤下水道使用料収入            ⑩終末処理場数

下水道事業

 水道事業背景情報（凡例）　 平成18年度末時点

　①供用開始後経過年数　　　　⑥年度末職員数

　②現在給水人口　　　　　　　⑦導送配水管延長

　③給水能力 　　　　　　　　 ⑧浄水場数

　④年間総有収水量　　　　　　⑨水源の種類

　⑤給水収益
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澄都

すみと

くん 

○澄都
すみと

くんの紹介 
 
出身地 京都市 
性別  オス 
性格  元気で，子供が好き 
好物  おいしい水 

チャームポイント  
光るお尻と 
ぽっこり出たおなか 

○ひかりちゃんの紹介 
 
出身地 京都市 
性別  メス 
性格  きれい好き 
好物  きれいな水 
チャームポイント  

大きな瞳と長いまつげ

 

 
 
 
 

ひかりちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経営指標評価は 

いろんな業務指標を 

使った分析だったね！ 

次は，取組項目評価だって！ 

上下水道局でどんな仕事をして

るのか一緒に見に行こう！！ 

－34－



第３章 取組項目評価 
 

１ 取組項目評価について 

 経営目標分析 

(4 項目) 

重点推進事業評価 

(17 項目) 

取組項目評価 

上下水道局では，平成17年度から「上下水道局事業推進

方針」における主な事業と取組項目について，担当課におい

て自己評価を行う「取組項目評価」を実施しています。 

(46 項目) 

集約して評価 

取りまとめて分析 平成18年度は「平成18年度上下水道局事業推進方針」（以

下「事業推進方針」という。）に掲げた46項目について，5

段階評価を用いて評価を実施するとともに，その取組項目の

上位区分である17の「重点推進事業」ごとに評価結果をま

とめました。さらに，その結果を基に上下水道事業が目指す

4つの経営目標の達成状況を示すことにより，各レベルでの

評価・分析を行い，事業推進方針に沿った体系的な評価に努

めました。 

取組項目評価の体系 
※事業の体系は，P.37 「平成 18 年度上下水道局事業推進方針」

を参照してください。

 

（１）取組項目評価（46項目） 

以下の①から③の3つの評価基準を設定し，取組項目ごと（取組項目の中に複数の事業等がある場合は，そ

の事業ごと）に，指標値と比較した各事業の達成度を，ふさわしい評価基準に照らすことにより，Ａ～Ｅの5

段階評価を実施しました。  

 

評価基準 ①  数値目標があるもの（例：建設事業） 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

評価基準 ②  数値目標があるが，お客さまのニーズに影響を受けるもの 

（例：お客さまサービスコーナーの休日利用） 

 

 

 

 

 

 

  

評価基準① 

最新の数値が 

Ａ：目標値の100％以上 

Ｂ：目標値の80～99％   

Ｃ：目標値の50～79％ 

Ｄ：目標値の30～49％ 

Ｅ：目標値の29％以下 

※小数第1位を四捨五入する。 

評価基準② 

最新の数値が 

Ａ：目標値の100％以上 

Ｂ：目標値の80～99％ 

Ｃ：目標値の60～79％ 

Ｄ：目標値の40～59％ 

Ｅ：目標値の39％以下 

※小数第1位を四捨五入する。 

D 

B 

C 

A 

E 

100% 

50% 

30% 

目標値と比較 

80% 

D 

B 

C 

A 

E 

100% 

80% 

60% 

目標値と比較 

40% 
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評価基準 ③   数値目標がないもの（例：携帯端末版のホームページ新設） 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

取組項目に評価項目が複数ある場合は，「Ａ～Ｅ評価」のＡを5，Ｂを4，Ｃを3，Ｄを2，Ｅを1と数値化し，

この平均値により，Ａを4.6以上，Ｂを3.6～4.5，Ｃを2.6～3.5，Ｄを1.6～2.5，Ｅを1.5以下として評価を

実施しました（下記「評価の集約基準」参照）。 

 

 

（２）重点推進事業評価（17項目） 

取組項目は，1 つ又は関連する複数の項目をまとめて，上位区分である 17 の「重点推進事業」に分類して

いることから，重点推進事業ごとに取組項目の評価結果を集約し，Ａ～Ｅの5段階評価を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）経営目標分析（4項目） 

重点推進事業の評価結果を，それぞれの上位区分である「経営目標」ごとにレーダーチャートに示すととも

に，分析結果の概要を付記しました。 

評価基準③ 

取組の目的・効果が 

Ａ：十分に達成されている 

Ｂ：かなり達成されている 

Ｃ：そこそこ達成されている 

Ｄ：あまり達成されていない 

Ｅ：達成されていない 

評価の集約基準 

算出方法 区分 

取組項目評価結果を点数化（Ａを 5，Ｂを 4，

Ｃを 3，Ｄを 2，Ｅを 1）したその平均値 

※小数第1位を四捨五入する。 

Ａ ： 4.6 以上 

Ｂ ： 4.5～3.6 

Ｃ ： 3.5～2.6 

Ｄ ： 2.5～1.6 

Ｅ ： 1.5 以下 

D 

B 

C 

A 

E 

十分に達成されている 

こそこ達成されている 

あまり達成されていない 

かなり達成されている 

取組の目的・効果

そ

 

達成されていない 

D 

B 

C 

A 

E 

4.5 

3.5 

2.5 

1.5 

評価結果 
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経営目標 重点推進事業 取組項目名

1 取水・導水・浄水施設の更新・改良
2 安定給水に向けた鋳鉄管の布設替え（支線）

（参考）平成18年度 上下水道局事業推進方針

3 連絡幹線の布設
4 減圧区域の給水状況の把握
5 疏水路及び施設の運用管理の強化
6 京北地域水道の再整備

8 水道施設の管路情報管理システムの構築
9 鉛管の解消

10 漏水修繕時における鉛管の取替え
11 鉛管の単独布設替え
12 直結給水の拡大
13 より安全で安心できる水づくり
14 優良試験所規範（GLP）制度導入に向けての取組
15 地域水道の水質管理業務の分担
16 工事完成図書の電子納品

18 管きょの計画的な更新
19 ポンプ場の計画的な改築・更新・改良
20 水環境保全センターの計画的な改築・更新・改良

24 市街化区域に隣接している区域等の汚水整備
25 周辺地域総合下水処理対策の推進

26 経年管の耐震性向上（取組項目18の再掲）
27 ポンプ場及び水環境保全センターの耐震性向上

28 ホームページの充実
29 お客さま窓口サービスコーナーのＰＲ活動

30 地球温暖化対策の推進による環境負荷の削減
31 未利用エネルギーの有効活用
32 下水道事業環境報告書の作成
33 水共生プランによる雨水貯留・浸透対策の推進

34 災害等危機時の応急対策拠点整備等
35 危機管理体制の強化

36 第3期効率化推進計画による上下水道事業の経営健全化
37 上下水道事業ＰＤＣＡサイクルの確立

38 保有資産の有効利用・売却
39 企業債残高の縮減
40 給与制度及び定員管理手法の検討
41 口座振替普及率の向上
42 井水使用状況の再調査による下水道使用料のより適正な徴収

44 人事制度や職員研修等の強化・充実による企業職員の資質向上

45 職員が持つ能力を十分発揮することができる環境の整備
46 友好姉妹都市との国際交流

(17)サービス精神と経営感覚
    を持つ企業職員の育成

(3)水質・水圧・情報など水道の
   質的向上

雨水幹線とポンプ場の建設による浸水対策の推進22

(4)水道未普及地域の解消 17

雨天時放流水の水質改善と合流地域の浸水解消21

(14)経営の効率化

43

Ⅲ市民とともに歩
　み，環境にやさ
　しく，災害等危
　機時に強い上下
　水道事業の推進

Ⅱ快適で衛生的な
  生活を支え，市
  民の生命と財産
　を守る下水道
　サービスの提供

Ⅳ経営基盤の強化

(13)災害等危機時における迅速な
    対応

(11)お客さまサービスの向上

(15)財務体質の強化

(7)雨水対策の推進

(9)汚水整備区域拡大と普及奨励

(6)合流式下水道の改善

業務高度情報化の推進

23

地域水道整備計画の完了に向けた事業促進

(10)下水道施設の耐震性向上

下水中の窒素，リン，色等を除去する高度処理の推進(8)高度処理の推進

(12)環境保全の取組の推進

(16)高度情報化の取組と経営情報
    の積極的な開示

(5)下水道の機能維持のための
   改築・更新・改良

(1)取水，給水の安定性の確保

(2)水道施設の耐震性向上
Ⅰ安心・安全で良
  質な水道水の安
  定的な供給

7 水道管路の耐震化
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２ 経営目標分析の結果 

 

Ⅰ 安心・安全で良質な水道水の安定的な供給 
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(1) 取水，給水の
　 　安定性の確保

(2) 水道施設の
　　 耐震性向上

(3) 水質・水圧・情報など
　水道の質的向上

(4) 水道未普及
　　地域の解消

注　A=5，B=4，C=3
    D=2，E=1 で表示

 

 

 

 

色塗り  平成18年度
点 線  平成17 年度

ココがポイントだよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成18年度の評価結果は4項目のうち，1項目で評価結果が向上しました。ただ，依然，計画どおりに進ちょ

くしなかった工事や取組により，(4)「水道未普及地域の解消」がＣ評価となっており，今後も各工程を厳守し

て事業を進めていく必要があります。 

  

Ⅱ 快適で衛生的な生活を支え，市民の生命と財産を守る下水道サービスの提供 
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(5) 下水道の機能維持の
　　 ための改築・更新・改良

(6) 合流式下水道の改善

(7) 雨水対策の推進

(8) 高度処理の推進

(9) 汚水整備区域
　   　拡大と普及奨励

(10) 下水道施設の
　   耐震性向上

注　A=5，B=4，C=3
     D=2，E=1 で表示

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年度の評価結果は6項目のうち，3項目で評価結果が向上し，前年度に比べてかなり改善したと言えま

す。 (6)「合流式下水道の改善」，(10)「下水道施設の耐震性向上」は，工事や取組の遅れによりＣ評価となっ

ていますが，全体的には予定どおり進めることができた工事の割合が多くなりました。今後は，より工程管理等

の具体的な対応策を検討，実施し，評価の低い取組を減らしていく必要があります。 
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Ⅲ 市民とともに歩み，環境にやさしい上下水道事業の推進 
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(11) お客さまサービスの
 向上

(12) 環境保全の
　　  取組の推進

(13) 災害危機時に
　    おける迅速な対応

注 A=5，B=4，C=3
　  D=2，E=1 で表示

 

色塗り  平成18年度
点 線  平成17 年度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (11)「お客さまサービスの向上」は休日窓口の利用率が向上してきたことなどから，前年度よりも改善し，Ｂ

評価となりました。本経営目標の評価結果はＡ評価とＢ評価となっており，お客さまサービス，環境保全，災害

危機時の対応については，ほぼ予定どおり進めることができています。 

  

Ⅳ 経営基盤の強化 
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(14) 経営の効率化

(15) 財務体質の
　　　強化

(16) 高度情報化の取組と
   経営情報の積極的な開示

(17) サービス精神と
　   経営感覚を持つ

    　企業職員の育成

注 A=5，B=4，C=3
    D=2，E=1 で表示

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (16)「高度情報化の取組と経営情報の積極的な開示」及び(17)「サービス精神と経営感覚を持つ企業職員の

育成」は前年度から改善し，Ａ評価となりました。本経営目標については計画どおり実施できている取組が多く，

非常にバランスの良い結果となっています。これは，平成 20 年度までの財政状況の見通しを的確に把握し，企

業改革の方向性を示す「中期経営プラン」と，平成7年度から3期にわたり取り組んできた「効率化推進計画」

を着実に実施するとともに，高度情報化の取組や企業職員の育成等にも着実に取り組んできたことによると考え

ています。 
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３ 重点推進事業評価の結果 

（１）平成16年度からの評価結果の推移 

中期経営プランに着手した平成16年度から現在の体系で事業を進めており，当初は達成又は未達成の状況

について評価していましたが,平成17年度からはＡからＥの5段階評価を実施しています。前年度からの評価

結果の推移を見ると，17項目中7項目で向上しており，その他の項目についても現状維持となるなど，全体

として良好な結果となりました。ここでは，特にそれらの評価結果の中で特徴的な項目に焦点を当てて見てい

きます。 

取組項目評価結果一覧表（平成16～18年度事業）

重点推進事業 16年度 17年度 18年度

B

B

(3) 水質・水圧・情報など水道の
　　質的向上

(7) 雨水対策の推進

(4) 水道未普及地域の解消

(5) 下水道の機能維持のため
　　の改築・更新・改良

(6) 合流式下水道の改善

(16) 高度情報化の取組と
　　経営情報の積極的な開示

(17) サービス精神と経営感覚
　　を持つ企業職員の育成

達成

(12) 環境保全の取組の推進

(1) 取水，給水の安定性の確保

達成

(14) 経営の効率化

(15) 財務体質の強化 達成

(2) 水道施設の耐震性向上

達成4
未達成1

未達成

B

C

B

(13) 災害等危機時における
　　迅速な対応

(8) 高度処理の推進

(9) 汚水整備区域拡大と普及
　　奨励

(10) 下水道施設の耐震性
　　向上

達成

達成

達成

達成

達成2
未達成1

達成

達成

達成

達成4
未達成1

-

達成

A

C

B

C

B

B

C

D

A

A

A

B

B

A

C

B

C

B

A

B

C

A

A

A

A

B

A

  

 

(11) お客さまサービスの向上 達成 C B

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客さまサービスの向上は，休日のお客さま

窓口サービスコーナーの利用が向上したこと

などにより，Ｂ評価に向上しました。 

(11) お客さまサービスの向上 【向上】 

(2) 水道施設の耐震性向上 【維持】 

平成19 年度の新潟県中越沖地震において

は，水道施設の被害は5 万戸以上にも及びま

した。生活用水を確保できない状態や，下水道

を使えない状態が続き，日常生活に非常に大き

な影響がありました。 

京都市では地震に備えて水道管路の耐震化

工事を17.1 キロメートル実施するなど，着実

に整備を進めており，Ｂ評価を維持していま

す。 

(10)下水道施設の耐震性向上 【向上】 

地震に備えて経年管の管路内の調査を実施

したほか，施設の耐震性工事を計画どおり実施

したことなどにより，Ｃ評価に向上しました。

(3) 水質・水圧・情報など水道の質的向上 【維持】

鉛管取替工事をほぼ計画どおり着実に実施

し，前年度に引き続きＡ評価となりました。 

(9) 汚水整備区域拡大と普及奨励 【向上】 

 周辺地域総合下水処理対策について，大原，

鞍馬，静原，高雄地域において平成21 年度に

事業着手するための認可設計を予定どおり

完了し，Ｂ評価に向上しました。 

ココがポイントだよ！ 
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（２）平成18年度における未達成項目への対応策 

平成18年度事業に関する重点推進事業ごとの評価は，Ａ評価が7事業，Ｂ評価が7事業，Ｃ評価が3事業，

Ｄ評価とＥ評価がなし，となりました。 

Ｄ以下の評価はなく，おおむね良好な結果となりましたが，重点推進事業に包含される各取組項目の評価結

果を見ると，取組の進ちょくに問題があると考えられるものもあり，それらを分析した結果，取組が計画どお

りに実施できなかった要因として，○ア工事の遅れ，○イその他個別の要因の2つに分類して問題点を抽出し，

対応策を検討しました。 

 

ア 工事の遅れ 

工事の発注は，入札，契約に予定以上の時間が掛かるといった想定困難な原因も含め，できる限りあ

らゆるリスクを想定して，計画したことを当該年度内に遂行できるよう，計画的な発注と厳格な進ちょ

く管理等により，着実な事業の推進に努めていく必要があります。 

 

工
事
の
遅
れ
の
要
素 

・ 関係機関や地元等との協議の長期化 

・ 入札やり直しや低価格入札による調査のため，契約までの手続が長期化 

・ 他事業との工程調整による遅れ 

・ 地下埋設物の移設の遅れ 

・ 設計・施工の難易度が上昇（口径の大きい管の埋設，既設市街地での再整備等） 

・ 計画額の増額 

・ その他（設計の遅れ等） 

 

 

 

対 

応 

策 
・ 想定外の状況を見込んだ早期の発注，発注時期の厳守 

・ 工程管理，進ちょく管理の厳格化 

・ 工程の優先順位の検討，工期の短縮化 

・ 工事着手の支障となる要素の検討（関係機関，他事業等との事前調整事項，地元の動

向など） 

・ 予算策定時に十分な事前調査を行ったうえでの計画策定 

・ 設計，発注，契約事務の連携の推進や在り方の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

談合の疑いのある入札や低価格入札に対しては入札の失格を含め，厳格な運用を行ってい

るため,契約に要する期間が長期化することを見込んで，これまで以上に早期の発注が必要と

なっています。 

平成18 年秋以降，全国で談合事件の摘発が増加しました。このため，国では地方公共団

体の入札契約適正化連絡会議において「地方公共団体における入札契約適正化・支援方策に

ついて」を策定し，契約適正化に向けた指導を強化していることから，契約手続に要する期

間が長期化している状況となっています。契約の適正化については，京都市においても「入

札検討委員会」及び「競争入札等運用委員会」を設け，より競争性，透明性を高め，より慎

重に契約事務を進めています。 
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イ その他個別の要因 

 

 

 

 

 

最も効率的な手段を検討し，選択していくことが重要。 

→計画前の十分な検討と，実施前の効率性や効果の再検討により，機動的な事業を実施していく。 

・水道施設での小水力発電設備は，設置予定箇所を再検討した結果，当初想定していたほどの効果が

期待できず，費用対効果が小さいことが分かり，事業を不採用とした。 

 

→局内調整を早期に行っていく必要がある。 

・工事完成図書の電子納品は，局内での調整が不十分であったため，一部の実施となった。 

 

 

 

 

 

 

（３）評価のまとめ 

以上のように，平成18年度の取組について，評価を通した検証，振り返りを行いました。 

評価結果は，平成18年度においても「工事の遅れ」が目立つ結果となりました。未達成となった取組項目

については，これまでに検討した対策を実施することなどにより，今後は着実に推進していく必要があります。

ただ,先述のとおり，全国的な傾向として，談合の疑いのある入札や，低価格入札に対する入札制度の厳格な

運用が求められており，契約に要する期間が長期化していることや，関係機関や地元等の協議が長期化する場

合があるなどの不確定な外的要因も多いことから，計画どおり工事目標を達成することは非常に困難な状況に

なっています。こうしたことから，想定外の状況を見込んで，これまで以上に早期に発注することや,計画し

た取組を着実に実行していくための工程管理が必要なことは言うまでもありませんが，併せて実現可能な計画

の策定，確実な進ちょく管理のための工程の細分化などが重要になってくるものと考えられます。 

 

上下水道事業は，水道・下水道のライフラインを途絶えることなく維持・運営することにより，市民の皆さ

まに安心・安全をお届けしています。そのために必要な事業，取組を，必要な時期までに適切に実施，完成さ

せ，市民サービスを提供してくことが，上下水道局の使命と言えます。今後とも，取組項目評価を活用するこ

とで，事業の適切な運営と事業の効率的な推進に努めていきます。
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Ⅱ 快適で衛生的な生活を支え，市民の生命と財産を守る下水道サービスの提供 

 

重点推進 
事業評価 15（６） 合流式下水道 の改善 重点推進 

事業名 

 取組項目No. ２１   

事業の目的 

雨天時における公共用水域への下水道からの越流水16による水質汚濁を
抑えるため，鳥羽処理区，伏見処理区等の合流式下水道の改善事業を進め
る。 

 

C 
合流式下水道の改善については，伏見大手筋地域，西部山ノ内地域の貯留型増補幹線工事

を計画どおり実施できず，前年度に引き続き C 評価となった。 
評価結果の

概 要 

番号 取組項目名 実績 評価 評価
結果 基準

堀川流域 
・堀川中央幹線実施 【目標比97％】 
・西堀川5 号・6 号分流幹線実施 【目標比93％】 

B ① 

伏見大手筋地域 地元等との協議実施 E ① 
貯留型増補幹線17の建設 

西部山ノ内地域 工事着手，発進立坑の築造完了 E ① 

取
組
項
目 21 

A ① 鳥羽処理区Ts4，Ts20 スクリーンの設置完了 雨水吐スクリーンの設置 

 
堀川流域・ 貯留型増補幹線の建設は， では堀川中央幹線をほぼ予定どおり実施できた。西

堀川5号・6号分流幹線は，既存の地下埋設物企業者との協議，移設，地元との調整に時間

を要し計画から遅れが生じた。伏見大手筋地域
評価結果の 

では,地元との協議に時間を要し，工事には

着手したものの計画どおり実施ができなかった。西部山ノ内地域説明・分析 は，立抗用地の地元調整と

地下埋設物の切回しなどの協議や移設に時間を要したため，工事には着手したが，計画ど

おり実施できなかった。 

・ 雨水吐スクリーンの設置は，鳥羽処理区Ts4 と Ts20 スクリーンを計画どおり設置した。 

・ 貯留型増補幹線の建設は，堀川流域では堀川中央幹線は平成 15 年度のNTTとう道との接

触事故による工事中断の影響により，当初計画から遅れが生じていたが，堀川水辺環境整

備事業に影響を及ぼさないよう，進ちょくを図っている。伏見大手筋地域は，地下水影響調

査を実施しており，その結果により協議を進め，工事に着手していく。西部山ノ内地域は，発

進立坑の築造は完了しており，平成20年度の完成に向けて，工程管理，施工指導を徹底し

ていく。 

課題及び 

今後の取組 

・ 雨水吐スクリーンの設置は，今後も予定どおり設置を進めていく。 

※平成16年度に策定した「合流式下水道緊急改善計画」に基づき，引き続き増補幹線の建

設と雨水吐へのスクリーンの設置を行い，平成 20 年度の合流式下水道改善率 31.3％を

目指す（下記 E70 参照）。 
 

参 考  
 
関連するガイドライン指標等 
 

指標名と説明 数値の傾向 15年度 16年度 17年度 18年度

E70 合流式下水道改善率(%) 
整備を進めており，増加

傾向にある。 
11.9 12.3 13.1 13.1合流式下水道改善対策の整備済面積

の割合を示す。高い方が良い。 
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Ⅱ 快適で衛生的な生活を支え，市民の生命と財産を守る下水道サービスの提供
（６） 合流式下水道の改善

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 内径6 メートル（Ⅱ(6) - 21） 合流式下水道の仕組み（Ⅱ(6) - 21）             堀川中央幹線二次覆工

 

             

※スクリーンにより，きょう雑物の河川への流出を減らし 

ます。きょう雑物は水環境保全センターへ送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンで汚水に
混ざっているゴミな
どをろ過します。 

ろ過された下水
は河川へ流れて
いきます。 

スクリーン

      雨水吐スクリーンのしくみ（Ⅱ(6) - 21）              鳥羽処理区雨水吐（Ts20）スクリーン（Ⅱ(6) - 21） 

 

○合流式下水道の改善 

合流式下水道とは，汚水と雨水とを 1 本の下水道管で流す方式の下水道のことで，汚水整備と浸水対策を同時
に行うことができるため，早くから下水道を整備している大都市で主に採用され，早期の下水道整備に大き
く貢献してきました。京都市では旧市街地を中心として処理区域の約４割を合流式で早くから整備しました。この
方式では，雨天時に下水道管や水環境保全センターの能力を超えると，十分に処理していない下水やごみが河川
に放流され，河川の水質，景観，生態系等に悪影響を及ぼすことになります。 

そのため，京都市では①汚濁負荷量の削減，②雨水吐放流回数の削減，③きょう雑物（ごみ）流出防止の改善
目標を掲げ，合流式下水道の改善対策に積極的に取り組んでいます。 

具体的には，下水管路や水環境保全センターにおいて雨天時下水を一時的に貯めておく施設（貯留施設）を整
備するとともに，雨水吐の改造・統廃合やスクリーンの設置など，既存施設を有効に活用した対策を進めていま
す。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

(参考)分流式下水道とは 合流式下水道のしくみ 
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Ⅱ 快適で衛生的な生活を支え，市民の生命と財産を守る下水道サービスの提供 

 

重点推進 
事業評価 （７） 雨水対策の推進 重点推進 

事業名 

 取組項目No. ２２   

事業の目的 

浸水被害が発生している有栖川流域等において，河川改修と連携し，雨水幹
線19，雨水調整池20及び有栖川ポンプ場を建設する。また，桂・一ノ井地区の雨水
整備を進めるとともに，総合的な治水対策による治水安全度の向上を図る。 

 

Ｂ 
雨水幹線及び雨水ポンプ場の建設による浸水対策の推進については，ほぼ計画どおり実施

でき，前年度に引き続き B 評価となった。 
評価結果の

概 要 

番号 取組項目名 実績 評価 評価
結果 基準

桂・一ノ井地区雨水幹線整備実施 【目標比96％】 B ① 
雨水幹線建設による浸水
対策の推進 

西羽束師川雨水幹線ゲート設備等の整備完了 A ① 

和泉ポンプ場 
・調整池整備実施 【目標比90％】 
・既設樋門21撤去実施  

B ① 

取
組
項
目 

22 

雨水ポンプ場の建設によ
る浸水対策の推進 

A ① 有栖川ポンプ場機械・電気設備工事等の完了 

桂・一ノ井地区雨水幹線整備・ 雨水幹線建設による浸水対策の推進は， のうち桂・一ノ井等準

幹線は地元調整や道路占用，地下埋設物の移設に時間を要したことから着手が遅れている

が，桂2 号幹線・一ノ井幹線についてはほぼ予定どおり実施できた。 
評価結果の 

西羽束師川雨水幹線ゲート設備等の整備
説明・分析 は，予定どおり完了した。 

・ 雨水ポンプ場の建設による浸水対策の推進は，和泉ポンプ場の調整池整備は低価格入札

に関する調査に時間を要したがほぼ予定どおり実施でき，既設樋門撤去は予定どおり実施

できた。有栖川ポンプ場の機械・電気設備工事は予定どおり完了した。 

・ 雨水幹線建設による浸水対策の推進は，桂・一ノ井地区

課題及び 

今後の取組 

及び西羽束師川第 1 排水区準幹線

工事を継続して実施する。 

・ 雨水ポンプ場の建設による浸水対策の推進は，和泉ポンプ場の調整池整備及び既設樋門

撤去はともに，平成19 年度に完了する予定である。 
22※平成20 年度の雨水排水整備率（10 年確率降雨 対応） 22.4％を目指す（下記U10 参照）。

 

参 考 
 
関連するガイドライン指標等 

指標名と説明 数値の傾向 15年度 16年度 17年度 18年度

京都市では，10 年確率の降
雨規模に対して，雨水整備を
進めている。 

U10 雨水排水整備率(%) 
雨水排水整備の計画面積に対し

て，どの程度整備が進んでいるかを
示す。高い方が良い。 

3.6 6.5 8.8 11.9
雨水排水整備を順調に進め

ており，着実に増加している。  
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Ⅱ 快適で衛生的な生活を支え，市民の生命と財産を守る下水道サービスの提供
（７） 雨水対策の推進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一ノ井１号幹線工事 二次覆工                      有栖川ポンプ場 （Ⅱ(7) – 22） 
内径2.2 メートル （Ⅱ(7) – 22）               

 

 

桂川 

桂川小 

桂２号幹線 

桂３号幹線 

桂４号幹線 

桂１号幹線 

阪急嵐山線 

上桂 

N EW
S

N

桂2 号準幹線 

松尾大社 

一ノ井３号幹線

一ノ井１号幹線

一ノ井準幹線 

松尾中 

松尾橋 

嵐山東小 

阪急嵐山線 

嵐山

嵐山東公園 

桂 

川

松尾 

N E W
S

N

四条通 

主な雨水対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

桂地区の雨水整備 （Ⅱ(7) – 22）              一ノ井地区の雨水整備 （Ⅱ(7) – 22） 

雨水幹線 
地下に埋設した下水道管に
雨水を貯めることができま
す。浸水が起こりやすい西
羽束師川や有栖川流域など
に設置しています。 

雨水調整池 
地下に雨水を一時的に貯め
られる施設です。 
蜂ケ岡中学校や和泉ポンプ
場の地下にあります。 

河 川 

雨水ポンプ施設 
河川の水位が下がってか
ら，雨水幹線を流れてき
た雨水をポンプでくみ上
げ，川へ放流します。 

－57－




